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「
辞
人
」
の
位
置

─
─
沈
約
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
考
─
─

和

久

希

序

『
宋
書
』
巻
六
十
七
・
謝
霊
運
伝
の
論
賛
（
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
）
に
お

い
て
、
沈
約
は
単
に
謝
霊
運
の
伝
に
対
す
る
論
賛
と
い
う
枠
組
を
ふ
み
こ
え
て
、

『
詩
経
』
か
ら
顔
延
之
・
謝
霊
運
に
至
る
ま
で
の
「
文
」
の
歴
史
を
述
べ
、
そ

の
歴
史
を
ふ
ま
え
て
み
ず
か
ら
の
声
律
論
を
展
開
し
、
「
此
の
言
の
謬
り
に
非

ざ
る
を
知
れ
（
知
此
言
之
非
謬
）
」
と
自
負
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
も
あ
ろ
う

（
一
）

か
、
こ
の
論
賛
は
古
く
か
ら
謝
霊
運
伝
の
論
賛
と
い
う
よ
り
も
、
独
立
し
た
一

つ
の
「
文
」
に
関
す
る
論
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
『
文
選
』
巻
五
十
・
史

論
「
宋
書
謝
霊
運
伝
論
」
の
篇
題
下
注
で
、
李
善
は
「
沈
休
文
は
宋
書
百
巻
を

修
め
、
霊
運
の
是
れ
文
士
な
る
を
見
て
、
遂
に
伝
下
に
此
の
書
を
作
り
、
文
の

利
害
、
辞
の
是
非
を
説
く
（
沈
休
文
修
宋
書
百
巻
、
見
霊
運
是
文
士
、
遂
于
伝

下
作
此
書
、
説
文
之
利
害
、
辞
之
是
非
）
」
と
述
べ
、
こ
の
論
賛
が
単
な
る
伝

（
二
）

へ
の
論
賛
で
は
な
く
、
「
文
」
あ
る
い
は
「
辞
」
そ
の
も
の
を
論
ず
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
文
」
と
し
て
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

李
善
が
「
文
の
利
害
、
辞
の
是
非
（
文
之
利
害
、
辞
之
是
非
）
」
と
い
い
、
ま

た
、
唐
の
劉
知
幾
は
こ
の
論
賛
に
つ
い
て
、
「
全
て
文
体
を
説
き
、

備

く
音

こ
と
ご
と

律
を
言
う
（
全
説
文
体
、
備
言
音
律
）
」
と
評
し
て
い
る
。
李
善
の
指
摘
や
劉

（
三
）

知
幾
の
評
に
も
と
づ
い
て
、
後
世
こ
の
論
賛
は
、
六
朝
期
の
文
体
・
声
律
を
主

題
と
す
る
文
論
の
基
本
的
文
献
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
こ

れ
は
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
は
と
く
に
「
文
学
史
」
的
記
述
の
嚆
矢
と
し
て
着

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

（
四
）

本
稿
で
は
、
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
に
つ
い
て
、
近
代
以
降
の
「
文
学
史
」

的
見
方
と
い
う
よ
り
も
、
沈
約
が
こ
の
論
賛
に
お
い
て
、
文
章
と
い
う
も
の
を
、

当
時
の
士
大
夫
文
化
に
お
け
る
正
統
性
（
儒
教
的
正
統
性
と
も
い
え
よ
う
）
の

内
側
に
位
置
づ
け
よ
う
と
企
図
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
沈
約
自
身
の
「
文
」

の
理
論
（
す
な
わ
ち
声
律
論
）
が
、
そ
の
た
め
の
武
器
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ

る
。

Ⅰ

沈
約
の
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
は
、
次
の
言
に
は
じ
ま
る
。

史
臣
曰
く
、
民
は
天
地
の
霊
を
稟
け
、
五
常
の
徳
を
含
み
、
剛
柔
迭
い

う

た
が
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に

用

き
、
喜
慍
分
い
て
情
わ
る
。
夫
れ
志
は
中
よ
り
動
け
ば
、
則
ち
歌

は
た
ら

か
な

あ
ら

詠
は
外
に
発
す
。
六
義
の
因
る
所
、
四
始
の
繫
る

攸

な
り
。
謳
謡
を
升

か
か

と
こ
ろ

降
し
、
風
什
を
紛
披
す
。
虞
夏
以
前
は
、
遺
文
覩
え
ず
と
雖
も
、
気
を
稟

け
霊
を
懐
け
ば
、
理
と
し
て
或
い
は
異
な
る
こ
と
無
し
。
然
ら
ば
則
ち
歌

咏
の
興
る
所
、
宜
し
く
生
民
よ
り
始
ま
る
べ
き
な
り
。

（
史
臣
曰
、
民
稟
天
地
之
霊
、
含
五
常
之
徳
、
剛
柔
迭
用
、
喜
慍
分
情
。

夫
志
動
於
中
、
則
歌
詠
外
発
。
六
義
所
因
、
四
始
攸
繫
、
升
降
謳
謡
、
紛

披
風
什
。
雖
虞
夏
以
前
、
遺
文
不
覩
、
稟
気
懐
霊
、
理
無
或
異
。
然
則
歌

咏
所
興
、
宜
自
生
民
始
也
。
）

（
五
）

こ
の
記
述
は
、
「
文
」
の
起
源
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
は
「
天
地
」

や
「
五
常
」
の
本
質
を
根
拠
と
し
つ
つ
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
天

地
」
の
本
質
と
し
て
の
「
剛
柔
」
が
相
互
に
作
用
し
あ
っ
て
、
「
喜
慍
」
す
な

わ
ち
諸
々
の
感
情
を
表
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
諸
々
の
感
情
が
外

に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
が
「
歌
詠
」
な
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
沈
約
は
「
歌
詠
」

の
筆
頭
に
く
る
も
の
と
し
て
、
「
六
義
」
「
四
始
」
「
風
什
」
、
す
な
わ
ち
『
詩

経
』
を
挙
げ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
天
地
」
の
本
質
・
人
間
の
諸
々
の

感
情
を
表
出
す
る
「
文
」
と
は
、
経
書
『
詩
経
』
を
筆
頭
と
す
る
儒
教
的
価
値

の
も
と
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
『
詩
経
』
以
前

か
ら
存
在
し
て
い
た
「
文
」
も
当
然
な
が
ら
儒
教
的
価
値
の
も
と
に
あ
る
も
の

で
あ
り
（
理
無
或
異
）
、
そ
の
後
も
そ
う
で
あ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
以
上
の

こ
と
か
ら
沈
約
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
歌
詠
」
の
あ
ら
わ
れ
方
は
、
す
べ
て
「
天
地
」

「
五
常
」
「
剛
柔
」
と
い
っ
た
天
地
宇
宙
の
秩
序
・
法
則
の
も
と
に
あ
る
も
の

で
あ
る
、
と
宣
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
六
）

つ
い
で
沈
約
は
、
周
王
朝
以
後
に
お
け
る
「
文
」
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て

述
べ
る
。周

室
既
に
衰
う
る
も
、
風
流
弥
い
よ
著
る
。
屈
平
・
宋
玉
は
、
清
源
を

い
よ

前
に
導
き
、
賈
誼
・
相
如
は
、
芳
塵
を
後
に
振
る
う
。
英
辞
は
金
石
に
潤か

ざ

ら
れ
、
高
義
は
雲
天
に
薄
る
。
茲
よ
り
以
降
、
情
志
愈
い
よ
広
し
。
王
褒

せ
ま

い
よ

・
劉
向
・
揚
・
班
・
崔
・
蔡
の
徒
は
、
軌
を
異
に
す
れ
ど
も
奔
を
同
じ
く

し
、
逓
相
い
に
師
祖
す
。
清
辞
麗
曲
、
時
に
篇
を
発
す
と
雖
も
、
蕪
音
累

た

が

気
は
固
よ
り
亦
た
多
し
。
若
く
あ
れ
ど
夫
の
平
子
は
艶
発
し
、
文
は
情
を

し
か

か

以
て
変
ず
。
絶
唱
高
蹤
な
る
も
、
久
し
く
響
を
嗣
ぐ
も
の
無
し
。
建
安
に

至
り
て
、
曹
氏
基
め
て
命
ぜ
ら
れ
、
二
祖
・
陳
王
、
咸
盛
藻
を
蓄
む
。
甫

は
じ

み
な

つ

は
じ

め
て
乃
ち
情
を
以
て
文
を
緯
り
、
文
を
以
て
質
を
被
う
。

お

お
お

（
周
室
既
衰
、
風
流
弥
著
。
屈
平
宋
玉
、
導
清
源
於
前
、
賈
誼
相
如
、

振
芳
塵
於
後
。
英
辞
潤
金
石
、
高
義
薄
雲
天
。
自
茲
以
降
、
情
志
愈
広
。

王
襃
劉
向
揚
班
崔
蔡
之
徒
、
異
軌
同
奔
、
逓
相
師
祖
。
雖
清
辞
麗
曲
、
時

発
乎
篇
、
而
蕪
音
累
気
、
固
亦
多
矣
。
若
夫
平
子
艶
発
、
文
以
情
変
。
絶

唱
高
蹤
、
久
無
嗣
響
。
至
于
建
安
、
曹
氏
基
命
、
二
祖
陳
王
、
咸
蓄
盛
藻
。

（
七
）

甫
乃
以
情
緯
文
、
以
文
被
質
。
）

（
八
）

沈
約
は
、
周
王
朝
の
衰
退
以
降
、
『
詩
経
』
以
来
の
「
風
流
（
諷
刺
詩
の
歴

史
的
展
開
）
」
が
さ
ま
ざ
ま
に
広
く
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
諷
刺

（
九
）

と
は
、
基
本
的
に
政
治
の
あ
り
方
に
対
し
て
の
一
つ
の
意
見
具
申
、
あ
る
い
は

異
議
申
し
立
て
で
あ
り
、
知
識
人
と
し
て
の
責
務
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
正
統
的
源
流
は
屈
原
・
宋
玉
に
あ
り
、
賈
誼
・
司
馬
相
如
に
よ
っ
て
展
開

し
た
。
だ
が
、
こ
う
し
た
正
し
く
整
然
と
し
た
「
文
」
が
あ
る
一
方
で
、
蕪
雑

で
調
律
の
さ
れ
て
い
な
い
言
説
も
、
ま
た
多
く
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
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い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
文
」
は
儒
教
的
価
値
・
天
地
宇
宙
の
法
則
に
も
と
づ

く
も
の
で
は
あ
れ
、
そ
う
し
た
価
値
・
法
則
に
応
ず
る
こ
と
の
な
い
も
の
も
、

ま
た
多
く
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
、
張

衡
の
よ
う
に
根
源
的
な
「
情
」
に
遡
及
す
る
こ
と
で
、
「
文
」
に
新
た
な
秩
序

を
も
た
ら
す
も
の
も
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
ま
さ
に
張
衡
の
独
創
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
業
績
を
継
承
す
る
者
は
、
な
か
な
か
出
現
し
な
か
っ
た
。
す
べ
て

の
「
文
」
が
「
情
」
に
遡
源
し
、
秩
序
・
法
則
に
も
と
づ
い
て
一
定
の
正
統
的

規
範
性
を
も
つ
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
張
衡
の
よ
う
な
天
才
的
文
人
に
よ
っ
て
の

み
、
秩
序
・
法
則
に
合
致
し
得
る
文
章
が
作
ら
れ
る
の
み
だ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

沈
約
は
そ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、「
騒
人
よ
り
以
来
、
多
く
年
代
を
歷
て
、

文
体
稍
く
精
な
り
と
雖
も
、
此
の
秘
未
だ
覩
ら
か
な
ら
ず
。
高
言
妙
句
、
音
韻

あ
き

天
成
な
る
に
至
り
て
は
、
皆
闇
に
理
と
合
し
、
思
い
の
至
る
に
由
る
に
匪
ず
（
自

騒
人
以
来
、
多
歷
年
代
、
雖
文
体
稍
精
、
而
此
秘
未
覩
。
至
於
高
言
妙
句
、
音

韻
天
成
、
皆
闇
与
理
合
、
匪
由
思
至
）
」
と
述
べ
、
「
文
」
の
根
本
た
る
声
律

（
一
〇
）

的
秩
序
法
則
は
、
緻
密
な
構
成
的
思
索
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

た
ま
た
ま
天
才
的
な
人
物
の
出
現
が
、
そ
の
法
則
性
に
合
致
し
て
い
た
の
だ
と

み
て
い
る
。
ま
た
、
建
安
年
間
に
な
る
と
、
曹
操
・
曹
丕
や
曹
植
、
い
わ
ゆ
る

三
曹
が
出
現
し
、
「
情
」
に
も
と
づ
い
た
「
文
」
が
「
質
」
を
包
み
込
む
と
い

う
新
た
な
展
開
も
生
ず
る
。

こ
こ
で
沈
約
は
、
屈
原
・
宋
玉
に
は
じ
ま
る
「
文
」
の
展
開
を
、
『
詩
経
』

に
端
を
発
し
つ
つ
、
そ
の
「
文
」
の
秩
序
・
法
則
性
の
在
り
場
所
を
「
情
」「
志
」

の
関
係
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
「
情
」
と
「
志
」
と
は
何

か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
「
情
」
に
つ
い
て
は
、
「
毛
詩
大
序
」
に
次
の

よ
う
に
あ
る
。
そ
の
孔
穎
達
疏
と
あ
わ
せ
て
以
下
に
示
す
。

［
毛
詩
大
序
］
情
中
に
動
き
て
言
に
形
わ
る
。
之
を
言
い
て
足
ら
ず
、

あ
ら

故
に
之
を
嗟
歎
す
。
之
を
嗟
歎
し
て
足
ら
ず
、
故
に
之
を
永
歌
す
。

（
情
動
於
中
而
形
於
言
。
言
之
不
足
、
故
嗟
歎
之
。
嗟
歎
之
不
足
、
故

永
歌
之
。
）

（
一
一
）

［
孔
穎
達
疏
］
情
は
哀
楽
の
情
を
謂
う
。
中
は
中
心
を
謂
う
。
言
う
こ

こ
ろ
は
哀
楽
の
情
、
心
志
の
中
に
動
け
ば
、
口
よ
り
出
で
て
言
に
形
見
わ

あ

ら

る
。
初
言
の
時
は
、
直
だ
之
を
平
言
す
る
の
み
。
既
に
之
を
言
え
ど
も
意

足
ら
ず
。
其
の
言
の
未
だ
志
を
申
べ
ざ
る
を
嫌
う
が
故
に
、
咨
嗟
歎
息
し

の

て
以
て
之
に
和
続
す
。
之
を
嗟
歎
す
る
も
猶
お
足
ら
ざ
る
を
嫌
う
が
故
に
、

長
く
声
を
引
き
て
之
を
歌
う
。

（
情
謂
哀
楽
之
情
。
中
謂
中
心
。
言
哀
楽
之
情
、
動
於
心
志
之
中
、
出

口
而
形
見
於
言
。
初
言
之
時
、
直
平
言
之
耳
。
既
言
之
而
意
不
足
。
嫌
其

言
未
申
志
、
故
咨
嗟
歎
息
以
和
続
之
。
嗟
歎
之
猶
嫌
不
足
、
故
長
引
声
而

歌
之
。
）

（
一
二
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
情
」
と
は
ま
ず
心
・
志
の
中
で
何
事
か
が
動
き
出
し
て

く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
文
」
に
対
し
て
潜
在
的
で
は
あ
る
が
、
根
底
的

な
も
の
と
し
て
は
た
ら
く
契
機
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
志
」

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

［
毛
詩
大
序
］
詩
と
は
志
の
之
く
所
な
り
。
心
に
在
る
を
志
と
為
し
、

ゆ

言
に
発
す
る
を
詩
と
為
す
。

（
詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
、
発
言
為
詩
。
）

（
一
三
）
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［
孔
穎
達
疏
］
詩
と
は
人
の
志
意
の
之
適
く
所
な
り
。
適
く
所
有
り
と

ゆ

雖
も
、
猶
お
未
だ
口
よ
り
発
せ
ず
し
て
、
蘊
蔵
し
て
心
に
在
れ
ば
、
之
を

謂
い
て
志
と
為
す
。
言
に
発
見
す
れ
ば
、
乃
ち
名
づ
け
て
詩
と
為
す
。
詩

を
作
す
と
は
、
心
志
の
憤
懣
を
舒
べ
て
、
卒
に
歌
詠
を
成
す
所
以
を
言
う

つ
と

な
り
。

（
詩
者
人
志
意
之
所
之
適
也
。
雖
有
所
適
、
猶
未
発
口
、
蘊
蔵
在
心
、

謂
之
為
志
。
発
見
於
言
、
乃
名
為
詩
。
言
作
詩
者
、
所
以
舒
心
志
憤
懣
而
、

卒
成
於
歌
詠
。
）

（
一
四
）

「
志
」
と
は
、
口
に
発
現
す
る
以
前
に
何
ら
か
の
方
向
性
を
持
ち
つ
つ
、
す

で
に
心
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

沈
約
が
「
文
」
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
る
際
に
論
理
的
枠
組
と
し
て
い
た

「
情
」「
志
」
と
の
関
係
は
、
以
上
の
よ
う
に
漢
代
儒
教
の
一
規
範
で
あ
る
『
毛

詩
』
の
「
大
序
」
に
も
と
づ
き
つ
つ
、
人
の
心
の
動
き
方
・
方
向
性
と
い
う
も

の
を
考
慮
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
沈
約

（
一
五
）

が
起
点
と
す
る
屈
原
・
宋
玉
に
つ
い
て
、
沈
約
自
身
は
「
清
源
」
と
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
『
荀
子
』
君
道
篇
に
「
源
清
な
れ
ば
則
ち
流
は
清
に
し
て
、
源
濁

な
れ
ば
則
ち
流
は
濁
な
り
。
故
に
上
礼
義
を
好
み
賢
を
尚
べ
ば
、
能
く
貪
利
の

心
無
か
ら
し
む
（
源
清
則
流
清
、
源
濁
則
流
濁
。
故
上
好
礼
義
尚
賢
、
使
能
無

貪
利
之
心
）
」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
儒
教
に
お
け
る
正
当
性
を
強

（
一
六
）

調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
沈
約
は
屈
原
・
宋
玉
に
つ
い
て
、
そ
の
よ

う
な
意
味
に
お
い
て
起
点
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
建
安
年
間
に
お

い
て
展
開
す
る
「
文
」
と
「
質
」
と
の
対
応
も
、
や
は
り
『
論
語
』
雍
也
篇
の

「
文
質
彬
彬
」
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
一
七
）

以
上
か
ら
は
、
沈
約
の
論
理
は
、
き
わ
め
て
濃
厚
に
儒
教
の
伝
統
を
ふ
ま
え

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
沈
約
は
「
麗
曲
」
「
蕪
音
」
「
絶
唱
」

．

．

．

と
い
う
よ
う
に
、
言
語
の
、
と
り
わ
け
音
律
的
部
分
に
焦
点
化
し
た
語
彙
を
用

い
て
も
い
た
。
こ
れ
は
、
沈
約
が
天
地
宇
宙
の
秩
序
・
整
合
性
を
承
け
る
儒
教

的
規
範
に
も
と
づ
き
つ
つ
も
、
そ
の
規
範
性
を
音
律
の
比
例
的
秩
序
、
す
な
わ

ち
数
理
関
係
上
の
整
合
性
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
う
か
が
わ
せ
る
も

の
で
あ
る
。

Ⅱ

前
節
で
は
、
『
詩
経
』
か
ら
建
安
年
間
ま
で
の
「
文
」
の
歴
史
的
展
開
を
め

ぐ
っ
て
、
沈
約
の
視
点
を
検
討
し
て
き
た
。
沈
約
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
を
総

（
一
八
）

括
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

漢
よ
り
魏
に
至
る
ま
で
、
四
百
余
年
、
辞
人
才
子
、
文
体
三
変
す
。
相

如
は
巧
み
に
形
似
の
言
を
為
し
、
班
固
は
情
理
の
説
に
長
じ
、
子
建
・
仲

宣
は
気
質
を
以
て
体
と
為
す
。
並
び
に
能
を
標
げ
美
を

擅

に
し
、
独

ほ
し
い
ま
ま

り
当
時
に
映
ゆ
。
是
を
以
て
一
世
の
士
は
、
各
お
の
相
い
に
慕
習
す
。
其

は

お
の

た
が

の
飈
流
の
始
ま
る
所
を
原
ぬ
る
に
、
祖
を
風
・
騒
に
同
じ
く
せ
ざ
る
こ
と

た
ず

莫
し
。
徒
だ
賞
好
、
情
を
異
に
す
る
を
以
て
の
故
に
、
意
製
相
い
詭
う
。

た
が

（
自
漢
至
魏
、
四
百
余
年
、
辞
人
才
子
、
文
体
三
変
。
相
如
巧
為
形
似

之
言
、
班
固
長
於
情
理
之
説
、
子
建
仲
宣
以
気
質
為
体
。
並
標
能
擅
美
、

（
一
九
）

独
映
当
時
。
是
以
一
世
之
士
、
各
相
慕
習
。
原
其
飈
流
所
始
、
莫
不
同
祖

風
騒
。
徒
以
賞
好
異
情
、
故
意
製
相
詭
。
）

（
二
〇
）

こ
こ
で
沈
約
は
、
漢
魏
四
百
年
に
「
文
」
を
な
し
た
人
物
を
「
辞
人
才
子
」
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と
称
し
て
い
る
。
「
辞
人
」
に
よ
る
「
文
」
は
、
司
馬
相
如
（
形
似
）
、
班
固

（
情
理
）
、
曹
植
・
王
粲
（
気
質
）
に
代
表
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
風

騒
」
す
な
わ
ち
『
詩
経
』
国
風
や
『
楚
辞
』
離
騒
に
も
と
づ
か
な
い
も
の
は
な

．

．

い
の
で
あ
っ
た
。
沈
約
は
、
そ
れ
ら
各
々
の
文
体
は
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、

（
二
一
）

い
ず
れ
も
結
局
の
と
こ
ろ
は
古
典
的
正
統
性
の
内
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の

と
み
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
沈
約
が
用
い
た
「
辞
人
」
の
語
は
、
漢
代
に
お
け
る
も
と
も
と

の
使
い
方
と
は
意
味
が
異
な
っ
て
い
た
。
揚
雄
『
法
言
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ

る
。

詩
人
の
賦
は
麗
に
し
て
以
て
則
り
、
辞
人
の
賦
は
麗
に
し
て
以
て
淫
る
。

み
だ

如
し
孔
氏
の
門
の
賦
を
用
う
る
や
、
則
ち
賈
誼
は
堂
に
升
り
、
相
如
は
室

もに
入
ら
ん
。
其
の
用
い
ざ
る
を
如
何
せ
ん
。

（
詩
人
之
賦
麗
以
則
、
辞
人
之
賦
麗
以
淫
。
如
孔
氏
之
門
用
賦
也
、
則

賈
誼
升
堂
、
相
如
入
室
矣
。
如
其
不
用
何
。
）

（
二
二
）

揚
雄
は
、
「
賦
」
に
は
「
詩
人
の
賦
」
と
「
辞
人
の
賦
」
の
二
つ
が
あ
る
と

し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
『
法
言
』
李
軌
注
は
、
「
詩
人
の
賦
」
と
は
「
威

儀
を
陳
べ
、
法
則
を
布
く
（
陳
威
儀
、
布
法
則
）
」
も
の
で
あ
り
、
「
辞
人
の

賦
」
と
は
「
奢
侈
相
い
勝
り
、
靡
麗
相
い
越
え
、
正
に
帰
せ
ざ
る
な
り
（
奢
侈

相
勝
、
靡
麗
相
越
、
不
帰
於
正
也
）
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す

（
二
三
）

な
わ
ち
『
詩
経
』
の
詩
作
者
に
よ
る
「
詩
人
の
賦
」
は
政
教
に
資
す
る
と
こ
ろ

の
、
い
わ
ば
礼
教
的
規
範
の
正
統
を
承
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
辞
人
の
賦
」

（
二
四
）

は
、
そ
う
し
た
規
範
的
正
統
性
か
ら
は
外
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
、
『
漢
書
』
芸
文
志
詩
賦
略
は
、
上
述
の
『
法
言
』

を
引
用
し
つ
つ
議
論
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
前
半
部
分
に
次
の
よ
う
に
い

う
。

春
秋
の
後
周
道

濅

く
壊
れ
、
聘
問
・
歌
詠
列
国
に
行
わ
れ
ず
。
学
詩

よ
う
や

や
ぶ

の
士
逸
れ
て
布
衣
に
在
り
て
、
賢
人
失
志
の
賦
作
る
。
大
儒
孫
卿
及
び
楚

か
く

お
こ

臣
屈
原
は
讒
に
離
い
て
国
を
憂
い
、
皆
賦
を
作
り
て
以
て
風
す
。
咸
惻
隠

あ

み
な

古
詩
の
義
有
り
。
其
の
後
宋
玉
・
唐
勒
、
漢
興
り
て
枚
乗
・
司
馬
相
如
、

下
り
て
は
揚
子
雲
に
及
ぶ
ま
で
、
競
い
て
侈
麗
閎
衍
の
詞
を
為
し
、
其
の

風
諭
の
義
を
没
す
。
是
を
以
て
揚
子
之
を
悔
み
て
曰
く
、
…
…
［
引
用
］

（
春
秋
之
後
周
道
濅
壊
、
聘
問
歌
詠
不
行
於
列
国
。
学
詩
之
士
逸
在
布

衣
、
而
賢
人
失
志
之
賦
作
矣
。
大
儒
孫
卿
及
楚
臣
屈
原
離
讒
憂
国
、
皆
作

賦
以
風
。
咸
有
惻
隠
古
詩
之
義
。
其
後
宋
玉
唐
勒
、
漢
興
枚
乗
司
馬
相
如
、

下
及
揚
子
雲
、
競
為
侈
麗
閎
衍
之
詞
、
没
其
風
諭
之
義
。
是
以
揚
子
悔
之

曰
、
…
…
［
引
用
］
）

（
二
五
）

「
賦
」
の
本
来
は
、「
詩
」
す
な
わ
ち
『
詩
経
』
以
来
の
「
惻
隠
古
詩
の
義
」

を
継
承
し
、
「
風
諭
の
義
」
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
荀
子
・
屈
原
の
「
賢
人

失
志
の
賦
」
に
は
そ
の
よ
う
な
正
統
性
が
存
在
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
宋
玉

か
ら
揚
雄
に
至
る
間
に
、
「
賦
」
は
単
に
言
語
を
過
剰
な
ま
で
に
華
美
な
も
の

と
す
る
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
揚
雄
『
法
言
』

（
二
六
）

に
お
け
る
「
詩
人
の
賦
」
「
辞
人
の
賦
」
の
区
別
は
、
こ
う
し
た
『
漢
書
』
芸

文
志
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
賦
」
の
歴
史
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
七
）

「
詩
人
」
と
「
辞
人
」
と
を
区
別
し
、
「
辞
人
」
を
『
詩
経
』
以
来
の
儒
教

的
伝
統
の
外
側
に
置
く
こ
と
は
、
じ
つ
は
沈
約
と
同
時
代
に
も
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
。
『
文
心
雕
龍
』
に
は
次
の
言
が
あ
る
。
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昔
詩
人
の
什
篇
は
、
情
の
為
に
文
を
造
る
。
辞
人
の
賦
頌
は
、
文
の
為

に
情
を
造
る
。
何
を
以
て
か
其
の
然
る
を
明
ら
か
に
せ
ん
。
蓋
し
風
雅
の

興
る
や
、
志
思
は
憤
を
蓄
え
て
、
情
性
を
吟
詠
し
て
以
て
其
の
上
を
諷
す
。

此
れ
情
の
為
に
文
を
造
る
な
り
。
諸
子
の
徒
は
、
心
は
鬱
陶
に
非
ず
し
て
、

苟
し
く
も
夸
飾
を
馳
せ
、
声
を
鬻
り
世
を
釣

る
な
り
。
此
れ
文
の
為
に

う

［
あ
ざ
む
く
］

情
を
造
る
な
り
。
故
に
情
の
為
に
す
る
者
は
要
約
に
し
て
真
を
写
し
、
文

の
為
に
す
る
者
は
淫
麗
に
し
て
煩
濫
す
。

（
昔
詩
人
什
篇
、
為
情
而
造
文
。
辞
人
賦
頌
、
為
文
而
造
情
。
何
以
明

其
然
。
蓋
風
雅
之
興
、
志
思
蓄
憤
、
而
吟
詠
情
性
以
諷
其
上
。
此
為
情
而

造
文
也
。
諸
子
之
徒
、
心
非
鬱
陶
、
苟
馳
夸
飾
、
鬻
声
釣
世
。
此
為
文
而

造
情
也
。
故
為
情
者
要
約
而
写
真
、
為
文
者
淫
麗
而
煩
濫
。
）

（
二
八
）

劉
勰
も
や
は
り
「
詩
人
」
と
「
辞
人
」
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。
そ
し

て
劉
勰
は
、
両
者
の
差
異
を
「
文
」
と
「
情
」
の
関
係
に
着
目
し
て
説
明
し
て

い
る
。
「
詩
人
の
什
篇
」
は
「
情
」
「
志
」
の
発
露
で
あ
り
、
諷
喩
を
こ
と
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
ま
ず
は
根
底
的
な
「
情
」
が
あ
り
、
そ
の
上

に
為
政
者
を
諷
喩
す
る
と
い
う
「
文
」
の
正
統
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
事
態

は
「
毛
詩
大
序
」
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
辞
人
の
賦
頌
」
は

（
二
九
）

「
心
」
に
蓄
積
す
る
「
情
」
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
た
ず
ら
に
言
語
の

華
飾
の
み
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
売
名
の
た
め
に
は
世
を
欺
く
も
の
で
あ

る
と
い
う
。
こ
の
事
態
の
発
生
に
つ
い
て
劉
勰
は
、
「
情
」
か
ら
「
文
」
が
成

立
す
る
と
い
う
順
序
が
転
倒
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
み
て
い
る
。
そ
れ

は
「
毛
詩
大
序
」
に
由
来
す
る
規
範
か
ら
外
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
「
辞
人
」
の
語
は
、
漢
代
か
ら
沈
約
の
時
代
に
至
る
ま
で
「
詩

人
」
と
対
比
さ
れ
つ
つ
、
「
詩
人
」
の
持
つ
古
典
的
、
あ
る
い
は
儒
教
的
正
統

性
の
外
側
に
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
際
の
「
辞
人
」
と
は
、
た

だ
単
に
言
語
の
華
美
の
み
を
追
求
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
沈

約
は
、
「
辞
人
」
に
よ
る
文
体
の
変
遷
を
述
べ
つ
つ
も
、
そ
の
変
遷
を
「
祖
を

風
・
騒
に
同
じ
く
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
（
莫
不
同
祖
風
騒
）
」
と
、
『
詩
経
』
『
楚

（
三
〇
）

辞
』
に
は
じ
ま
る
古
典
的
正
統
性
の
内
部
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

沈
約
は
い
わ
ば
、
漢
代
以
来
一
般
化
し
て
い
た
「
辞
人
」
の
位
置
を
逆
転
さ
せ

る
こ
と
で
、
そ
れ
を
あ
ら
た
め
て
古
典
的
正
統
性
の
内
部
に
位
置
づ
け
よ
う
と

し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
三
一
）

Ⅲ

沈
約
に
よ
る
「
辞
人
」
の
位
置
の
転
倒
は
、
従
来
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
き

た
「
辞
人
」
に
よ
る
「
文
」
の
価
値
を
積
極
的
に
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
は
、
「
詩
」
や
「
賦
」
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
「
文
」
を
、
士
大

夫
と
し
て
の
（
儒
教
を
基
盤
と
す
る
）
文
化
的
正
統
性
の
内
部
に
繰
り
入
れ
よ

う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
で
は
、
沈
約
は
何
故
そ
の
よ
う
な
価
値
の
転
倒
を

お
こ
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
す
で
に
み
た
儒
教
的
規
範
あ
る
い
は
秩

序
と
い
う
こ
と
が
、
「
辞
人
」
に
よ
る
も
の
を
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
「
文
」
に

お
い
て
成
立
し
て
い
る
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
で
は
、
沈
約
が
正
統
性
の
根
拠
と
み
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
「
文
」
に

お
け
る
秩
序
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

『
南
斉
書
』
文
学
伝
・
陸
厥
に
引
く
沈
約
「
答
陸
厥
書
」
に
は
、
「
若
し
文

章
の
音
韻
を
以
て
、
弦
管
の
声
曲
と
同
じ
く
す
れ
ば
、
則
ち
美
悪
妍
蚩
、
頓
に

と
み
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相
い
乖
反
す
る
を
得
ず
（
若
以
文
章
之
音
韻
、
同
弦
管
之
声
曲
、
則
美
悪
妍
蚩
、

不
得
頓
相
乖
反
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
文
章
」
の
「
音
韻
」
を
管

（
三
二
）

弦
楽
の
響
き
の
よ
う
に
調
和
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
「
文
」
に
秩
序
を
も

た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
に
よ
る
と
、

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
規
則
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

若
し
夫
れ
衽
を
敷
き
心
を
論
ず
れ
ば
、
前
藻
を
商
榷
す
る
に
、
工
拙
の

数
、
言
う
べ
き
こ
と
有
る
が
ご
と
し
。
夫
れ
五
色
相
い
に
宣
ら
か
に
し
て
、

た
が

あ
き

八
音

協

り
暢
る
は
、
玄
黄
律
呂
の
、
各
お
の
物
宜
に
適
う
に
由
る
。
宮

ま
じ
わ

い
た

お
の

羽
を
し
て
相
い
に
変
じ
て
、
低
昂
互
ご
も
節
を
な
さ
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、

こ
も

若
し
前
に
浮
声
有
れ
ば
、
則
ち
後
に
切
響
を
須
つ
。
一
簡
の
内
、
音
韻
尽

ま

く
殊
に
し
、
両
句
の
中
、
軽
重
悉
く
異
に
す
。
此
の
旨
に
妙
達
し
て
、
始

め
て
文
を
言
う
べ
し
。

（
若
夫
敷
衽
論
心
、
商
榷
前
藻
、
工
拙
之
数
、
如
有
可
言
。
夫
五
色
相

宣
、
八
音
協
暢
、
由
乎
玄
黄
律
呂
、
各
適
物
宜
。
欲
使
宮
羽
相
変
、
低
昂

互
節
、
若
前
有
浮
声
、
則
後
須
切
響
。
一
簡
之
内
、
音
韻
尽
殊
、
両
句
之

中
、
軽
重
悉
異
。
妙
達
此
旨
、
始
可
言
文
。
）

（
三
三
）

こ
こ
で
沈
約
は
ま
ず
、
彼
以
前
の
「
文
」
に
つ
い
て
、
（
独
創
的
・
天
才
的

な
「
文
」
は
す
で
に
存
在
す
る
も
の
の
）
工
拙
（
技
法
）
は
い
ま
だ
完
成
し
た

も
の
で
は
な
い
と
み
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
補
い
、
完
璧
な

も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
「
文
」
が
整
合
性
・
秩
序
を
持
ち
得

る
こ
と
に
な
る
、
と
み
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
こ
で
沈
約
は
「
文
」
を
「
色
（
色

彩
）
」
や
「
音
（
楽
器
音
）
」
の
よ
う
な
も
の
と
み
て
、
そ
こ
か
ら
論
じ
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。

（
三
四
）

「
玄
黄
」
は
、
『
周
易
』
坤
卦
文
言
伝
に
「
夫
れ
玄
黄
と
は
、
天
地
の
雑
れ

ま
じ

る
な
り
。
天
は
玄
に
し
て
地
は
黄
な
り
（
夫
玄
黄
者
、
天
地
之
雑
也
。
天
玄
而

地
黄
）
」
と
あ
る
。
「
玄
」
は
天
の
色
で
あ
り
、
「
黄
」
は
地
の
色
で
あ
り
、
「
玄

（
三
五
）

黄
」
は
天
か
ら
地
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
色
彩
の
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
「
律
呂
」

（
三
六
）

は
、『
尚
書
』
舜
典
「
声
は
永
に
依
り
、
律
は
声
に
和
す
（
声
依
永
、
律
和
声
）
」

（
三
七
）

の
孔
安
国
伝
に
「
律
は
六
律
・
六
呂
を
謂
う
な
り
（
律
謂
六
律
六
呂
）
」
と
あ

（
三
八
）

る
。
「
律
呂
」
と
は
、
音
楽
に
用
い
ら
れ
る
す
べ
て
の
音
の
こ
と
を
指
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
「
色
」
や
「
音
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
す
べ
て
の
も
の
が
各
々
秩

序
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
整
合
的
な
全
体
性
を
成
り
立

た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
沈
約
は
「
文
」
が
そ
の
よ
う
な

秩
序
を
も
っ
た
整
合
的
体
系
性
を
そ
な
え
る
こ
と
に
よ
り
、
「
文
」
と
し
て
の

規
範
性
を
獲
得
し
得
る
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
沈
約
の
場
合
は

と
り
わ
け
「
文
」
の
音
調
が
秩
序
あ
る
も
の
、
合
理
的
・
整
合
的
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
、
儒
教
的
規
範
に
対
応
す
る
「
文
」
た
り
う
る
も
の
で
あ
る
と
み
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
条
件
を
満
た
す
の
な
ら
ば
、
「
辞
人
」
の
「
文
」
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
位
置
は
儒
教
の
外
側
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
儒
教
的
正
統

性
の
内
側
へ
と
繰
り
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
沈
約
は
そ
の
よ
う
に
み
た
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
沈
約
は
、
そ
の
条
件
と
し
て
、
「
宮
羽
」
す
な
わ
ち
五
つ

の
基
本
音
を
も
と
に
、
音
の
高
低
の
組
み
合
わ
せ
の
法
則
性
を
提
示
し
た
の
で

あ
る
。
音
の
組
み
合
わ
せ
は
本
来
無
限
で
は
あ
る
が
、
沈
約
は
そ
の
中
か
ら
以

（
三
九
）

下
の
三
点
を
要
諦
と
し
て
示
す
。

①

若
し
前
に
浮
声
有
れ
ば
、
則
ち
後
に
切
響
を
須
つ
。

ま

（
先
に
高
く
て
軽
い
音
［
平
声
］
が
く
れ
ば
、
そ
の
後
に
は
重
い
音
［
仄

声
］
を
対
応
さ
せ
る
）
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②

一
簡
の
内
、
音
韻
尽
く
殊
に
し
、

（
一
行
の
中
で
音
の
響
き
を
全
て
変
化
さ
せ
る
）

③

両
句
の
中
、
軽
重
悉
く
異
に
す
。

（
二
句
の
内
で
は
、
ひ
び
き
方
・
言
葉
の
流
れ
の
緩
急
を
全
て
違
う
も
の

に
す
る
）

①
は
一
般
に
、
四
声
の
抑
揚
、
平
仄
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
沈
約

（
四
〇
）

に
は
『
四
声
譜
』
と
い
う
著
作
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
「
以
為
ら

お

も

え

く
在
昔
の
詞
人
、
千
載
を
累
ぬ
る
も
寤
ら
ず
。
而
れ
ど
も
独
り
胸
衿
に
得
て
、

さ
と

其
の
妙
旨
を
窮
む
と
。
自
ら
入
神
の
作
と
謂
う
（
以
為
在
昔
詞
人
、
累
千
載
而

不
寤
。
而
独
得
胸
衿
、
窮
其
妙
旨
。
自
謂
入
神
之
作
）
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る

（
四
一
）

が
、
こ
れ
は
現
在
に
伝
わ
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
沈
約
を
含
む
永
明
年
間
に
お
け

る
「
八
友
」
の
文
章
は
、
「
四
声
」
が
用
い
ら
れ
、
「
文
」
に
音
律
的
整
備
が

な
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
り
、
後
に
「
永
明
体
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

永
明
末
、
盛
ん
に
文
章
を
為
る
。
呉
興
の
沈
約
・
陳
郡
の
謝
朓
・
琅
邪

つ
く

の
王
融
、
気
類
を
以
て
相
い
推
轂
す
。
汝
南
の
周
顒
善
く
声
韻
を
識
る
。

約
等
の
文
は
皆
宮
商
を
用
い
、
平
上
去
入
を
以
て
四
声
と
為
す
。
此
を
以

て
韻
を
制
し
、
増
減
す
べ
か
ら
ず
。
世
に
呼
び
て
永
明
体
と
為
す
。

（
永
明
末
、
盛
為
文
章
。
呉
興
沈
約
陳
郡
謝
朓
琅
邪
王
融
、
以
気
類
相

推
轂
。
汝
南
周
顒
善
識
声
韻
。
約
等
文
皆
用
宮
商
、
以
平
上
去
入
為
四
声
。

以
此
制
韻
、
不
可
増
減
。
世
呼
為
永
明
体
。
）

（
四
二
）

こ
の
よ
う
に
沈
約
の
声
律
論
は
四
声
、
と
り
わ
け
平
仄
の
配
合
と
い
う
こ
と

を
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
四
三
）

②
に
つ
い
て
は
、
『
文
選
』
呂
向
注
に
「
一
簡
は
、
一
行
を
謂
う
な
り
。
言

う
こ
こ
ろ
は
一
行
の
中
、
音
韻
・
軽
重
は
悉
く
須
く
相
い
避
く
る
べ
く
し
て
、

声
を
同
じ
く
す
べ
か
ら
ず
（
一
簡
、
謂
一
行
。
言
一
行
之
中
、
音
韻
軽
重
悉
須

相
避
、
不
可
同
声
）
」
と
あ
る
。
一
行
の
中
で
は
軽
妙
な
も
の
・
鈍
重
な
も
の

（
四
四
）

を
重
複
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
『
文
鏡
秘
府
論
』
天
巻
・
調
声
に
「
字
の
軽
重
・
清
濁
を

以
て
之
を
間
う
る
に
須
く
穏
や
か
な
る
べ
し
。
軽
重
有
る
者
の
ご
と
き
に
至
り

ま
じ

て
は
、
軽
中
の
重
、
重
中
の
軽
有
り
。
之
を
韻
す
る
に
当
り
て
即
ち
見
わ
る
（
以

あ
ら

字
軽
重
清
濁
間
之
須
穏
。
至
如
有
軽
重
者
、
有
軽
中
重
、
重
中
軽
。
当
韻
之

即
見
）
」
と
あ
る
。
二
句
の
中
で
は
音
の
響
き
に
緩
急
を
つ
け
る
、
と
い
う
こ

（
四
五
）

と
で
あ
る
。

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
沈
約
は
「
文
」
に
音
律
的
整
合
性
を
も
た
ら
す
こ
と

に
き
わ
め
て
意
識
的
で
あ
っ
た
。
沈
約
は
以
上
の
条
件
を
述
べ
た
あ
と
に
、「
此

の
旨
に
妙
達
し
て
、
始
め
て
文
を
言
う
べ
し
（
妙
達
此
旨
、
始
可
言
文
）
」
と

（
四
六
）

し
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
こ
そ
が
「
文
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
で

は
、
沈
約
が
そ
の
よ
う
な
音
声
に
よ
る
秩
序
性
・
合
理
性
を
志
向
し
た
の
は
何

故
だ
ろ
う
か
。

漢
代
に
儒
教
が
政
治
的
・
文
化
的
に
正
統
的
位
置
を
獲
得
し
た
の
は
周
知
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
儒
教
が
正
統
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
然
、
真

理
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
考
え
も
漢
代
に
生
じ
て
き
た
。
で
は
、
そ
の

真
理
性
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
証
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
儒
教
が
正
統
で

あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
真
理
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、

『
尚
書
』
舜
典
の
「
時
月
を

協

え
、
日
を
正
し
く
し
、
律
度
量
衡
を
同
じ
く

と
と
の

す
（
協
時
月
、
正
日
、
同
律
度
量
衡
）
」
と
の
律
暦
説
で
あ
っ
た
。
儒
教
と
は
、

（
四
七
）

「
天
」
を
そ
の
根
源
と
す
る
。
宇
宙
の
運
行
は
、（
当
時
の
理
論
に
お
い
て
は
）
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一
元
の
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
原
初
状
態
に
復
帰
し
、
循
環
す
る
。
そ
の
宇
宙

の
運
行
の
数
理
は
、
音
律
の
数
理
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
音
律
も
ま
た
、

一
定
の
数
理
関
係
に
お
い
て
次
々
に
生
成
し
、
そ
し
て
つ
い
に
は
最
初
に
戻
っ

て
循
環
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
律
暦
の
思
想
は
、
漢
代
に
お
い
て
は
、
ま
さ

に
天
地
宇
宙
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
儒
教
の
真
理
性
を
、
客
観
的
か
つ
合
理
的
に

説
明
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
音
律
は
宇
宙
を
反
映
し
、
読
み
解
く
重

（
四
八
）

要
な
関
鍵
で
あ
る
。
そ
し
て
音
律
の
本
質
は
、
数
学
的
な
整
合
性
・
秩
序
性
に

こ
そ
あ
る
。
漢
代
以
降
、
暦
法
や
音
律
の
数
理
の
微
少
・
微
妙
な
誤
差
の
解
消

を
は
か
る
数
学
的
営
為
は
さ
ま
ざ
ま
に
な
さ
れ
て
き
た
が
、
宇
宙
と
音
律
の
対

応
と
い
う
基
本
理
念
は
続
い
て
い
た
。
沈
約
に
や
や
先
立
つ
者
と
し
て
、
何
承

天
は
、
当
時
の
暦
法
や
音
律
思
想
の
代
表
者
で
あ
っ
た
。
音
律
と
そ
の
整
合
性

（
四
九
）

と
は
、
ま
さ
に
儒
教
が
真
理
で
あ
る
こ
と
を
証
立
て
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
沈
約
が
「
文
」
の
声
律
に
注
目
し
、
そ
こ
に
儒
教
的
・
文
化
的
「
文
」
の

正
統
性
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
沈
約
に
お
け
る
声
律
論
は
、
単
に
音
律
を
整
え
る
と
い
う
こ

と
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
音
律
の
整
合
に
よ
っ
て
、
儒
教

的
正
統
性
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
「
文
」
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
、
そ
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

結

沈
約
は
み
ず
か
ら
の
声
律
論
を
述
べ
た
後
に
、
「
騒
人
よ
り
以
来
、
多
く
年

代
を
歷
て
、
文
体
稍
く
精
な
り
と
雖
も
、
此
の
秘
未
だ
覩
ら
か
な
ら
ず
。
高
言

妙
句
、
音
韻
天
成
な
る
に
至
り
て
は
、
皆
闇
に
理
と
合
し
、
思
い
の
至
る
に
由

る
に
匪
ず
（
自
騒
人
以
来
、
多
歷
年
代
、
雖
文
体
稍
精
、
而
此
秘
未
覩
。
至
於

高
言
妙
句
、
音
韻
天
成
、
皆
闇
与
理
合
、
匪
由
思
至
）
」
と
い
い
、
ま
た
「
世

（
五
〇
）

の
音
を
知
る
者
は
、
以
て
之
を
得
る
こ
と
有
ら
ば
、
此
の
言
の
謬
り
に
非
ざ
る

を
知
れ
。
如
し
然
ら
ず
と
曰
わ
ば
、
請
う
、
来
哲
を
待
た
ん
（
世
之
知
音
者
、

も

有
以
得
之
。
知
此
言
之
非
謬
。
如
曰
不
然
、
請
待
来
哲
）
」
と
し
て
、
従
来
の

（
五
一
）

声
律
の
調
和
は
す
べ
て
偶
然
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
論
化
を
果
た
し

た
の
が
自
分
自
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
の
沈
約
の
声
律
論
、

（
五
二
）

と
り
わ
け
四
声
・
平
仄
の
導
入
と
い
う
こ
と
は
、
今
体
詩
の
成
立
と
い
う
こ
と

に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
事
態
で
あ
っ
た
。
今
体
詩
の
特
徴
は
、
律
詩
な

り
絶
句
な
り
の
平
仄
が
「
表
」
と
し
て
示
さ
れ
る
ほ
ど
に
厳
密
な
声
律
の
構
造

に
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
音
律
の
あ
り
方
が
構
造
的
で
整
合
的
・
合
理
的
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
「
文
」
が
ま
さ
し
く
天
地
宇
宙
に
由
来
す
る
整
合
的
秩
序

に
符
合
す
る
も
の
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
体
詩
の
理

論
的
根
拠
は
、
す
で
に
み
た
通
り
、
沈
約
の
声
律
論
を
端
緒
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
沈
約
は
音
律
的
根
拠
を
も
っ
て
、
「
辞
人
」
に
つ
い
て
、
「
詩
人
」
と

（
五
三
）

と
も
に
儒
教
的
正
統
性
の
内
部
へ
と
繰
り
入
れ
よ
う
と
そ
の
価
値
を
転
倒
し
、

そ
し
て
伝
統
的
儒
教
の
整
合
性
・
合
理
性
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
「
文
」
の
世
界

を
新
た
に
開
拓
す
る
、
そ
の
一
歩
を
記
し
た
の
で
あ
る
。

注
（
一
）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
。
沈
約
は
み
ず
か
ら
の
声
律
論
を
述
べ
た
あ
と
に
「
此
の

言
の
謬
り
に
非
ざ
る
を
知
れ
。
如
し
然
ら
ず
と
曰
わ
ば
、
請
う
、
来
哲
を
待
た
ん

も

（
知
此
言
之
非
謬
。
如
曰
不
然
、
請
待
来
哲
）
」
と
述
べ
、
論
賛
の
結
び
と
し
て
い

る
。

（
二
）
『
文
選
』
巻
五
十
・
史
論
、
宋
書
謝
霊
運
伝
論
、
李
善
注
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（
三
）
劉
知
幾
『
史
通
』
雑
説
・
諸
史
六
條
は
「
沈
侯
の
謝
霊
運
伝
論
は
、
全
て
文
体

を
説
き
、

備

く
音
律
を
言
う
。
此
れ
正
に
翰
林
の
補
亡
、
流
別
の
総
説
と
為
す

こ
と
ご
と

べ
き
の
み
（
沈
侯
謝
霊
運
伝
論
、
全
説
文
体
、
備
言
音
律
。
此
正
可
為
翰
林
之
補

亡
、
流
別
之
総
説
耳
）
」
と
し
、
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
を
李
充
『
翰
林
論
』
や
摯

虞
『
文
章
流
別
集
』
と
同
様
の
内
容
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

（
四
）
林
田
慎
之
助
「
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
と
文
学
史
の
自
覚
」
（
林
田
慎
之
助
『
中

国
中
世
文
学
評
論
史
』
、
創
文
社
、
一
九
七
九
所
収
）
は
、
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論

に
お
い
て
「
古
代
か
ら
劉
宋
期
に
及
ぶ
ま
で
の
文
学
の
変
遷
を
あ
と
づ
け
、
時
代

の
す
ぐ
れ
た
文
学
者
を
歴
史
の
な
か
で
洗
い
出
し
、
評
価
し
て
ゆ
く
文
学
史
の
具

体
的
作
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
そ
れ
が
「
文
学
史
に
た
い
す
る
自
覚
を

促
し
、
劉
勰
・
鍾
嶸
・
蕭
子
顕
の
文
学
史
観
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
」
と
す

る
。
ま
た
、
興
膳
宏
「
「
宋
書
謝
霊
運
伝
論
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
東
方
学
』
五
九
、

一
九
八
〇
、
の
ち
に
興
膳
宏
『
中
国
の
文
学
理
論
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
、
お

よ
び
同
『
新
版

中
国
の
文
学
理
論
（
中
国
文
学
理
論
研
究
集
成
Ⅰ
）
』
、
清
文
堂
、

二
〇
〇
八
所
収
）
は
『
宋
書
』
前
後
の
正
史
を
検
討
し
、
「
文
学
の
歴
史
を
通
時
的

か
つ
汎
論
的
に
叙
し
た
事
実
上
の
文
苑
伝
の
論
賛
は
、
実
に
「
謝
霊
運
伝
論
」
に

始
ま
る
」
と
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
稀
代
麻
也
子
「
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
に
つ
い
て
─

─
沈
約
『
宋
書
』
に
お
け
る
表
現
者
称
揚
の
方
法
」
（
林
田
慎
之
助
博
士
古
稀
記
念

論
集
編
集
委
員
会
編
『
林
田
慎
之
助
博
士
古
稀
記
念
論
集

中
国
読
書
人
の
政
治

と
文
学
』
、
創
文
社
、
二
〇
〇
二
、
お
よ
び
稀
代
麻
也
子
『
『
宋
書
』
の
な
か
の
沈

約
─
─
生
き
る
と
い
う
こ
と
』
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
所
収
）
は
、
『
宋
書
』
謝

霊
運
伝
論
が
「
原
理
」
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
過
去
を
記
述
す
る
こ

と
で
後
世
の
文
学
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
文
学
史
の
未
来

を
見
通
す
視
点
」
を
有
す
る
と
指
摘
す
る
。

（
五
）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
。
本
稿
で
は
『
宋
書
』
（
中
華
書
局
）
を
底
本
と
し
、
論

旨
に
関
わ
る
異
同
が
『
文
選
』
諸
本
に
あ
る
場
合
に
は
、
注
釈
に
お
い
て
そ
の
こ

と
を
記
述
す
る
。

（
六
）
「
天
地
」
「
五
常
」
に
つ
い
て
、
『
文
選
』
李
善
注
は
『
漢
書
』
刑
法
志
「
夫
れ
人

は
天
地
の
貌
に
肖
、
五
常
の
性
を
懐
き
、
聡
明
精
粋
、
有
生
の
最
も
霊
な
る
者
な

に

り
（
夫
人
肖
天
地
之
貌
、
懐
五
常
之
性
、
聡
明
精
粋
、
有
生
之
最
霊
者
也
）
」
を
引

く
。
ま
た
、『
礼
記
』
楽
記
の
鄭
玄
注
を
引
き
、「
五
常
と
は
、
五
行
な
り
（
五
常
、

五
行
也
）
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
五
常
」
と
「
剛
柔
」
に
つ
い
て
李
善
は
、『
漢
書
』

地
理
志
「
凡
そ
民
は
五
常
の
性
を
函
み
、
其
の
剛
柔
緩
急
、
音
声
は
同
じ
か
ら
ず

ふ
く

（
凡
民
函
五
常
之
性
、
而
其
剛
柔
緩
急
、
音
声
不
同
）
」
を
引
く
。
な
お
「
剛
柔
」

は
、
『
周
易
』
繫
辞
下
伝
の
孔
穎
達
疏
に
「
是
れ
変
化
の
道
は
、
剛
柔
相
い
推
す
の

中
に
在
る
な
り
。
剛
柔
と
は
即
ち
陰
陽
な
り
。
其
の
気
を
論
ず
れ
ば
即
ち
之
を
陰

陽
と
謂
う
。
其
の
体
を
語
れ
ば
即
ち
之
を
剛
柔
と
謂
う
な
り
（
是
変
化
之
道
、
在

剛
柔
相
推
之
中
。
剛
柔
即
陰
陽
也
。
論
其
気
即
謂
之
陰
陽
。
語
其
体
即
謂
之
剛
柔

也
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
陰
陽
の
こ
と
で
あ
る
。
沈
約
が
「
文
」
を
「
天
地
」
「
五

常
」
「
剛
柔
」
に
由
来
す
る
と
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
持
つ
構
造
的
秩
序
に
依
拠
し

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
七
）
「
二
祖
」
は
、
『
文
選
』
諸
本
で
は
い
ず
れ
も
「
三
祖
」
に
作
る
。
「
二
祖
」
は
曹

操
・
曹
丕
、「
三
祖
」
は
曹
操
・
曹
丕
・
曹
叡
を
指
す
。『
文
選
』
呂
向
注
に
は
「
三

祖
は
、
武
帝
・
文
帝
・
明
帝
を
謂
う
な
り
。
陳
王
は
、
武
帝
の
子
の
植
を
謂
う
な

り
（
三
祖
、
謂
武
帝
・
文
帝
・
明
帝
。
陳
王
、
謂
武
帝
子
植
也
）
」
と
あ
る
。

（
八
）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論

（
九
）
「
風
流
」
に
つ
い
て
、
『
文
選
』
李
善
注
は
「
幽
・
厲
の
時
、
多
く
諷
刺
有
り
。

在
下
は
祖
習
す
る
こ
と
、
風
の
散
ず
る
が
如
く
、
水
の
流
る
る
が
如
し
。
故
に
「
弥

い
よ
著
る
」
と
曰
う
（
幽
厲
之
時
、
多
有
諷
刺
。
在
下
祖
習
、
如
風
之
散
、
如
水

之
流
。
故
曰
弥
著
）
」
と
し
、
諷
刺
の
詩
が
風
や
水
の
流
れ
の
ご
と
く
に
展
開
し
て

い
っ
た
さ
ま
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
、
『
文
選
』
李
周
翰
注
に
も
ま

た
「
周
室
既
に
衰
え
、
怨
刺
の
詩
、
其
の
風
流
に
随
い
、
弥
い
よ
明
著
を
加
う
（
周

室
既
衰
、
怨
刺
之
詩
、
随
其
風
流
、
弥
加
明
著
）
」
と
あ
る
。

（
一
〇

）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
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（
一
一

）
『
毛
詩
注
疏
』
国
風
、
周
南
、
関
雎

（
一
二

）
『
毛
詩
注
疏
』
国
風
、
周
南
、
関
雎
、
孔
穎
達
疏

（
一
三

）
『
毛
詩
注
疏
』
国
風
、
周
南
、
関
雎

（
一
四

）
『
毛
詩
注
疏
』
国
風
、
周
南
、
関
雎
、
孔
穎
達
疏

（
一
五

）
な
お
、
六
朝
期
に
お
け
る
「
情
」
「
志
」
に
つ
い
て
、
林
田
慎
之
助
「
漢
魏
六
朝

文
学
論
に
現
れ
た
情
と
志
の
問
題
」
（
林
田
慎
之
助
前
掲
書
所
収
）
は
、
（
「
情
」
と

「
志
」
を
統
一
的
に
把
握
し
た
『
文
心
雕
龍
』
を
除
い
て
）
時
代
が
降
る
に
つ
れ

て
、
次
第
に
「
志
」
よ
り
も
「
情
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
の
こ
と
を
、
漢
帝
国
崩
壊
以
後
の
「
儒
教
の
精
神
的
拘
束
を
た
ち
き
っ
て
、

人
間
の
情
性
の
解
放
を
う
た
い
あ
げ
る
方
向
を
た
ど
っ
た
六
朝
の
文
学
思
潮
」
に

よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
沈
約
に
関
し
て
林
田
慎
之
助
は
、
朱
自
清
『
詩

言
志
』
に
依
拠
し
、
「
志
」
と
「
情
性
」
と
が
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。

実
際
に
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
の
「
夫
志
動
於
中
則
歌
詠
外
発
」
は
、「
毛
詩
大
序
」

の
「
情
動
於
中
而
形
於
言
」
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
「
情
」
を
「
志
」
と
換
言
し
て
お

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
沈
約
を
六
朝
文
学
に
つ
い
て
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
「
志
」

か
ら
「
情
」
へ
の
展
開
の
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

（
一
六

）
『
荀
子
』
君
道
篇

（
一
七

）
『
論
語
』
雍
也
篇
に
「
子
曰
く
、
質
、
文
に
勝
て
ば
則
ち
野
、
文
、
質
に
勝
て
ば

則
ち
史
、
文
質
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
た
り
（
子
曰
、
質
勝
文
則
野
、
文

勝
質
則
史
、
文
質
彬
彬
、
然
後
君
子
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
何
晏
『
論
語

集
解
』
の
引
く
包
咸
注
は
「
彬
彬
は
、
文
質
の
相
い
半
ば
す
る
の
貎
な
り
（
彬
彬
、

文
質
相
半
之
貎
）
」
と
し
、
邢
昺
疏
は
「
文
質
彬
彬
と
し
て
、
然
る
後
に
君
子
と
は
、

彬
彬
と
し
て
、
文
質
相
い
半
ば
す
る
の
貎
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
文
華
質
朴
相
い

半
ば
し
て
、
彬
彬
然
た
り
て
、
然
る
後
に
君
子
と
為
す
べ
き
な
り
（
文
質
彬
彬
、

然
後
君
子
者
、
彬
彬
、
文
質
相
半
之
貎
。
言
文
華
質
朴
相
半
、
彬
彬
然
、
然
後
可

為
君
子
也
）
」
と
す
る
。

（
一
八

）
な
お
、
沈
約
は
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
の
後
続
部
分
で
、
西
晋
の
詩
文
、
と
り

わ
け
潘
岳
・
陸
機
が
傑
出
し
て
い
た
と
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
「
遺
風
餘

烈
、
事
は
江
右
に
極
ま
る
（
遺
風
餘
烈
、
事
極
江
右
）
」
と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
的
展
開
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
て
い
る
。

（
一
九

）
「
班
固
」
は
、
『
文
選
』
諸
本
で
は
い
ず
れ
も
「
二
班
」
に
作
る
。
『
文
選
』
李
善

注
お
よ
び
劉
良
注
は
「
二
班
は
、
叔
皮
・
孟
堅
を
謂
う
な
り
（
二
班
、
謂
叔
皮
・

孟
堅
也
）
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
班
彪
・
班
固
の
父
子
で
あ
る
。

（
二
〇

）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論

（
二
一

）
な
お
、
檀
道
鸞
『
続
晋
陽
秋
』
は
司
馬
相
如
以
来
の
歴
史
に
つ
い
て
、
「
司
馬
相

如
・
王
褒
・
揚
雄
の
諸
賢
よ
り
、
世
賦
頌
を
尚
び
、
皆
體
は
詩
・
騒
に
則
り
、

傍

．

．

よ
よ

あ
ま
ね

く
百
家
の
言
を
綜
ぶ
（
自
司
馬
相
如
王
褒
揚
雄
諸
賢
、
世
尚
賦
頌
、
皆
體
則
詩
騒
、

す

傍
綜
百
家
之
言
）
」
と
言
及
し
、
そ
れ
ら
が
『
詩
経
』
『
楚
辞
』
に
も
と
づ
く
も
の

で
あ
る
と
す
る
。
沈
約
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
の
記
述
は
、
檀
道
鸞
『
続
晋
陽
秋
』

を
ふ
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
興
膳
宏
前
掲
論
文
参

看
。

（
二
二

）
『
法
言
』
吾
子
篇

（
二
三

）
『
法
言
』
吾
子
篇
、
李
軌
注

（
二
四

）
な
お
、
『
周
礼
』
春
官
・
大
師
に
は
「
六
詩
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
「
賦
」

に
つ
い
て
鄭
玄
注
は
、
「
賦
の
言
は
鋪
な
り
。
直
だ
今
の
政
教
の
善
悪
を
鋪
陳
す
る

な
り
（
賦
之
言
鋪
。
直
鋪
陳
今
之
政
教
善
悪
）
」
と
し
、
「
賦
」
が
政
教
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
と
す
る
。

（
二
五

）
『
漢
書
』
芸
文
志
、
詩
賦
略

（
二
六

）
な
お
、
班
固
は
「
両
都
賦
」
の
序
で
み
ず
か
ら
「
賦
と
は
、
古
詩
の
流
な
り
（
賦

者
、
古
詩
之
流
也
）
」
と
述
べ
、
自
身
の
「
賦
」
を
「
古
詩
」
本
来
の
あ
り
方
に
し

た
が
う
も
の
で
あ
る
と
み
て
い
た
。

（
二
七

）
摯
虞
『
文
章
流
別
論
』
（
『
太
平
御
覧
』
賦
所
収
）
に
は
「
前
世
の
賦
を
為
る
者

に
、
孫
卿
・
屈
原
有
り
。
尚
お
頗
る
古
詩
の
義
有
り
。
宋
玉
に
至
れ
ば
則
ち
淫
浮
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の
病
多
し
（
前
世
為
賦
者
、
有
孫
卿
屈
原
。
尚
頗
有
古
詩
之
義
。
至
宋
玉
則
多
淫

浮
之
病
矣
）
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
漢
書
』
芸
文
志
を
ふ
ま
え
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
同
じ
く
摯
虞
『
文
章
流
別
論
』
（
『
芸
文
類
聚
』
賦
所
収
）
に
は
「
古

詩
の
賦
は
、
情
義
を
以
て
主
と
為
し
、
事
類
を
以
て
佐
と
為
す
。
今
の
賦
は
、
事

形
を
以
て
本
と
為
し
、
義
正
を
以
て
助
と
為
す
。
情
義
を
主
と
為
せ
ば
、
則
ち
言

省
に
し
て
文
に
例
有
り
。
事
形
を
本
と
為
せ
ば
、
則
ち
言
富
む
も
辞
に
常
無
し
。

文
の
煩
省
、
辞
の
険
易
、
葢
し
此
に
由
る
な
り
（
古
詩
之
賦
、
以
情
義
為
主
、
以

事
類
為
佐
。
今
之
賦
、
以
事
形
為
本
、
以
義
正
為
助
。
情
義
為
主
、
則
言
省
而
文

有
例
矣
。
事
形
為
本
、
則
言
富
而
辞
無
常
。
文
之
煩
省
、
辞
之
険
易
、
葢
由
於
此
）
」

と
あ
り
、
「
古
詩
の
賦
」
と
「
今
の
賦
」
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。

（
二
八

）
『
文
心
雕
龍
』
情
采
篇

（
二
九

）
な
お
、
劉
勰
の
い
う
「
情
性
を
吟
詠
し
て
以
て
其
の
上
を
諷
す
（
吟
詠
情
性
以

諷
其
上
）
」
と
の
言
も
ま
た
、
「
毛
詩
大
序
」
を
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
三
〇

）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論

（
三
一

）
和
田
英
信
「
中
国
の
文
学
史
的
思
考
─
─
『
漢
書
』
芸
文
志
詩
賦
略
、
そ
し
て

『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
」
（
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
紀
要
』
五
二
、
一
九

九
九
）
は
、
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論
に
つ
い
て
、
「
こ
こ
に
見
え
る
「
辞
人
」
の
語

に
否
定
的
な
響
き
は
感
じ
取
ら
れ
な
い
」
と
し
、
そ
れ
が
（
と
く
に
外
交
上
の
）「
機

能
」
を
重
視
す
る
『
漢
書
』
芸
文
志
に
対
し
て
、
「
表
現
者
が
表
現
行
為
そ
れ
自
体

に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
「
表
現
者
」

と
は
、
近
代
文
学
に
き
わ
め
て
近
接
し
た
概
念
で
あ
ろ
う
。

（
三
二

）
『
南
斉
書
』
文
学
伝
・
陸
厥
引
、
沈
約
「
答
陸
厥
書
」

（
三
三

）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論

（
三
四

）
「
文
章
」
の
音
調
を
整
え
る
こ
と
を
「
五
色
」
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
は
、
『
文
選
』

所
収
宋
書
謝
霊
運
伝
論
の
李
善
注
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
す
で
に
陸
機
「
文
賦
」

に
見
え
て
い
る
。
陸
機
「
文
賦
」
に
は
「
音
声
の
迭
い
に
代
わ
る
に
曁
び
て
は
、

た
が

お
よ

五
色
の
相
い
に
宣
ら
か
な
る
が
ご
と
し
（
曁
音
声
之
迭
代
、
若
五
色
之
相
宣
）
」

た
が

あ
き

と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
は
「
言
う
こ
こ
ろ
は
音
声
迭
い
に
代
わ
り
て
文
章
を
成
す

は
、
五
色
相
い
に
宣
ら
か
に
し
て
繡
を
為
す
が
ご
と
き
な
り
（
言
音
声
迭
代
而
成

文
章
、
若
五
色
相
宣
而
為
繡
也
）
」
と
し
、
さ
ら
に
『
論
衡
』
量
知
篇
の
「
学
士
の

文
章
は
、
其
れ
猶
お
糸
帛
の
五
色
の
功
有
る
が
ご
と
し
（
学
士
文
章
、
其
猶
糸
帛

之
有
五
色
之
功
）
」
を
引
く
。
な
お
、
興
膳
宏
「
文
学
理
論
史
上
か
ら
見
た
「
文
賦
」
」

（
『
未
名
』
七
、
一
九
八
八
、
興
膳
宏
『
中
国
の
文
学
理
論
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九

八
八
、
お
よ
び
同
『
新
版

中
国
の
文
学
理
論
（
中
国
文
学
理
論
研
究
集
成
Ⅰ
）
』
、

清
文
堂
、
二
〇
〇
八
所
収
）
は
、
陸
機
の
音
声
諧
和
説
が
「
文
学
理
論
に
お
い
て

声
律
の
問
題
に
論
及
し
た
嚆
矢
」
で
あ
る
と
指
摘
し
、
ま
た
そ
の
沈
約
の
音
律
論

と
の
関
連
に
も
言
及
し
て
い
る
。

（
三
五

）
『
周
易
』
坤
卦
文
言
伝

（
三
六

）
な
お
、
五
行
説
の
場
合
で
も
相
勝
説
に
よ
れ
ば
、
水
火
金
木
土
の
順
と
な
り
、

そ
れ
は
玄
赤
白
青
黄
で
あ
り
、
「
玄
」
か
ら
「
黄
」
ま
で
の
す
べ
て
の
色
を
含
む
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
春
秋
繁
露
』
五
行
相
勝
篇
に
議
論

が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
玄
黄
」
に
つ
い
て
も
陸
機
「
文
賦
」
の
音
声
諧
和
説
中

に
言
及
が
あ
る
。
陸
機
「
文
賦
」
に
は
「
玄
黄
の
秩
序
を
謬
つ
が
故
に
、
淟
涊
と

し
て
鮮
か
な
ら
ず
（
謬
玄
黄
之
秩
序
、
故
淟
涊
而
不
鮮
）
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注

に
は
「
言
う
こ
こ
ろ
は
音
韻
の
宜
し
き
を
失
い
て
類
繡
の
玄
黄
叙
を
謬
つ
が
故
に
、

淟
涊
垢
濁
し
て
鮮
明
な
ら
ざ
る
な
り
（
言
音
韻
失
宜
類
繡
之
玄
黄
謬
叙
、
故
淟
涊

垢
濁
而
不
鮮
明
也
）
」
と
あ
る
。

（
三
七

）
『
尚
書
』
舜
典

（
三
八

）
『
尚
書
』
舜
典
、
孔
安
国
伝

（
三
九

）
『
文
鏡
秘
府
論
』
天
巻
・
四
声
論
に
引
く
沈
約
「
答
甄
公
論
」
に
は
「
五
声
は
、

宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
な
り
。
上
下
相
い
応
ず
れ
ば
、
則
ち
楽
声
和
す
（
五
声
、

宮
商
角
徴
羽
。
上
下
相
応
、
則
楽
声
和
）
」
と
あ
る
。
一
方
で
沈
約
は
『
南
斉
書
』

文
学
伝
・
陸
厥
に
引
く
「
答
陸
厥
書
」
で
、
「
宮
商
の
声
は
五
有
り
、
文
字
の
別
は

万
を
累
ぬ
。
万
を
累
ぬ
る
の
繁
を
以
て
、
五
声
の
約
に
配
す
る
は
、
高
下
低
昂
、
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思
力
の
挙
く
す
所
に
非
ず
。
又
た
止
だ
斯
の
ご
と
き
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
十
字

つ

の
文
は
、
顛
倒
相
配
す
れ
ば
、
字
は
十
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
巧
歴
す
ら
も
已
に
尽
く

す
こ
と
能
わ
ず
。
何
ぞ
況
ん
や
復
た
此
に
過
ぐ
る
者
を
や
（
宮
商
之
声
有
五
、
文

字
之
別
累
万
。
以
累
万
之
繁
、
配
五
声
之
約
、
高
下
低
昂
、
非
思
力
所
挙
。
又
非

止
若
斯
而
已
也
。
十
字
之
文
、
顛
倒
相
配
、
字
不
過
十
、
巧
歴
已
不
能
尽
。
何
況

復
過
於
此
者
乎
）
」
と
述
べ
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
具
体
的
に
は
述
べ
尽
く
せ
な
い

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
四
〇

）
沈
約
の
声
律
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
清
水
凱
夫
「
沈
約
声
律
論
考
─
─
平
頭

・
上
尾
・
蜂
腰
・
鶴
膝
の
検
討
」（
『
学
林
』
六
、
一
九
八
五
）
、
同
「
沈
約
「
八
病
」

真
偽
考
」
（
『
学
林
』
七
、
一
九
八
六
）
、
同
「
沈
約
韻
紐
四
病
考
─
─
大
韻
・
小
韻

・
傍
紐
・
正
紐
の
検
討
」
（
『
学
林
』
八
、
一
九
八
六
）
参
看
。

（
四
一

）
『
梁
書
』
沈
約
伝
。
な
お
、
『
隋
書
』
経
籍
志
・
経
部
小
学
類
に
は
沈
約
撰
と
し

て
「
四
声
一
巻
」
が
著
録
さ
れ
る
が
、
現
在
に
伝
わ
ら
な
い
。

（
四
二

）
『
南
斉
書
』
文
学
伝
・
陸
厥

（
四
三

）
な
お
、
永
明
年
間
に
お
け
る
「
四
声
」
に
つ
い
て
は
、
梵
語
の
影
響
を
指
摘
す

る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
『
六
朝
精
神
史
研
究
』
（
同

朋
舎
、
一
九
八
四
）
参
看
。

（
四
四

）
『
文
選
』
巻
五
十
・
史
論
、
宋
書
謝
霊
運
伝
論
、
呂
向
注

（
四
五

）
『
文
鏡
秘
府
論
』
天
巻
・
調
声

（
四
六

）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論

（
四
七

）
『
尚
書
』
舜
典

（
四
八

）
漢
代
以
降
の
儒
教
思
想
と
律
暦
思
想
、
音
律
（
音
楽
音
響
）
学
を
め
ぐ
っ
て
は
、

堀
池
信
夫
「
京
房
の
六
十
律
─
─
両
漢
経
学
の
展
開
と
律
暦
学
」
（
『
日
本
中
国
学

会
報
』
三
一
、
一
九
七
九
）
、
同
『
漢
魏
思
想
史
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
八
）

お
よ
び
同
「
中
国
音
律
学
の
展
開
と
儒
教
」
（
『
中
国
─
─
社
会
と
文
化
』
六
、
一

九
九
一
）
参
看
。

（
四
九

）
何
承
天
の
事
蹟
と
思
想
に
つ
い
て
、
暦
法
を
め
ぐ
っ
て
は
中
嶋
隆
蔵
「
何
承
天

と
祖
沖
之
─
─
六
朝
時
代
に
お
け
る
自
然
認
識
の
一
側
面
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
三

五
、
一
九
七
六
）
、
音
律
を
め
ぐ
っ
て
は
堀
池
信
夫
「
何
承
天
の
新
律
─
─
音
楽
音

響
学
に
お
け
る
古
代
の
終
焉
と
中
世
の
開
幕
」
（
『
筑
波
中
国
文
化
論
叢
』
一
、
一

九
八
二
）
参
看
。

（
五
〇

）
『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
論

（
五
一

）
同
前

（
五
二

）「
此
秘
未
覩
」
に
つ
い
て
、
沈
約
自
身
は
『
南
斉
書
』
文
学
伝
・
陸
厥
に
お
い
て
、

「
古
よ
り
辞
人
、
豈
に
宮
羽
の
殊
・
商
徴
の
別
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
。
五
音
の
異
を

知
る
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
其
の
中
は
参
差
変
動
し
て
、
昧
き
所
実
に
多
し
。
故
、

か
れ

鄙
意
の
所
謂
此
の
秘
未
だ
覩
ら
か
な
ら
ざ
る
者
な
り
。
此
を
以
て
推
せ
ば
、
則
ち

前
世
の
文
士
、
便
ち
未
だ
此
処
を
悟
ら
ざ
る
を
知
る
（
自
古
辞
人
、
豈
不
知
宮
羽

之
殊
商
徴
之
別
。
雖
知
五
音
之
異
、
而
其
中
参
差
変
動
、
所
昧
実
多
。
故
鄙
意
所

謂
此
秘
未
覩
者
也
。
以
此
而
推
、
則
知
前
世
文
士
、
便
未
悟
此
処
）
」
と
す
る
。

（
五
三

）
興
膳
宏
「
「
宋
書
謝
霊
運
伝
論
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
前
掲
注
（
四
）
参
照
）
は
、「
沈

約
の
四
声
八
病
説
が
、
今
体
詩
の
詩
型
を
確
立
す
る
た
め
の
理
論
的
な
出
発
点
と

な
っ
た
事
実
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
声
律
の
調
整

を
経
た
「
辞
人
」
に
よ
る
「
文
」
に
つ
い
て
、
士
大
夫
世
界
に
お
い
て
公
的
な
価

値
が
広
く
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
興
膳
宏

「
四
声
八
病
か
ら
平
仄
へ
」
（
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
八
、
二
〇
〇
七
）
は
、
沈
約

ら
の
永
明
年
間
を
出
発
点
と
し
て
、
六
朝
後
期
そ
し
て
唐
代
に
至
る
ま
で
の
声
律

の
内
実
を
詳
細
に
検
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
体
詩
成
立
過
程
の
実
情
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
樋
口
靖
「
四
声
か
ら
平
仄
へ
」
（
内
山
知
也
編
『
中
国
文
学

の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
、
東
方
書
店
、
一
九
九
〇
所
収
）
は
、
音
声
学
の
観
点
に
よ
っ

て
四
声
か
ら
平
仄
へ
の
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
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執
筆
者
紹
介
（
３
）

●

和
久

希
（
わ
く

の
ぞ
み
）

・
一
九
八
二
年
生
、
青
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

・
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
哲
学
・
思
想
専
攻

・
「
言
尽
意
・
言
不
尽
意
論
考
」（
『
中
国
文
化
』
六
六
、
二
〇
〇
八
年
）
。「
隠

―
―
『
文
心
雕
龍
』
の
言
語
思
想
」
（
『
筑
波
中
国
文
学
論
叢
』
二
九
、
二

〇
一
〇
年
）
。
「
王
弼
形
而
上
学
再
考
」
（
堀
池
信
夫
編
『
知
の
ユ
ー
ラ
シ

ア
』
明
治
書
院

二
〇
一
一
年
）
。

●

池
田

恭
哉
（
い
け
だ

ゆ
き
や
）

・
一
九
八
三
年
生

・
京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
三
年
次
在
学
中

・
「
稿
本
『
語
石
』
に
つ
い
て
」
（
『
汲
古
』
五
九
号
、
二
〇
一
一
年
）
。
「
顔

之
推
の
學
問
に
お
け
る
家
と
國
家
」
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
三
一
号
、

二
〇
一
一
年
）
。
「
『
劉
子
』
に
お
け
る
劉
畫
の
思
想
」
（
『
日
本
中
國
學
會

報
』
第
六
三
集
、
二
〇
一
一
年
）
。
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